
 

 

 

 

 

 

令和６（２０２４）年１月１５日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（※）展示・出展ゾーンは、数ある応募の中から選ばれた大阪府内の優れた中小企業・スタートアップ約260社

が万博会期中の26週間、週替わりで出展するエリアです。出展をめざす企業は、支援を受けながらこれまで世

の中になかった新技術や新製品の開発に取り組みます。 

 

◆ニュースレター第 3号概要 

・発行日：2024年 1月 15日（月） 

・掲載している支援機関（50音順／敬称略） 

 L公益財団法人 大阪産業局（ものづくりビジネスセンター大阪：MOBIO） 

 L大阪シティ信用金庫  

 L大阪商工会議所（ウェルネス／シリーズ A） 

 ※その他、今後のイベント情報を掲載 

 

◆発行元 

・中小・スタートアップ出展企画推進委員会事務局 

L公益財団法人大阪産業局 万博共創ビジネス推進部 

L大阪商工会議所 地域振興部 万博協力推進室 

 

◆その他情報発信媒体 

・展示・出展ゾーン公式 HP URL：https://osaka2025.site/ 

・展示・出展ゾーン公式 SNSアカウント(X：旧 Twitter)ユーザー名：@exposaka_reborn 

 

＜添付資料＞ 

・資料_「展示・出展ゾーン」ニュースレター第 3号               以上  

中小・スタートアップ出展企画推進委員会（公益財団法人大阪産業局・大阪商工会議所共同設

置／委員長＝立野純三・公益財団法人大阪産業局理事長・大阪商工会議所副会頭）は、2024年

1月 15日に、2025年大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオン内「展示・出展ゾーン（※）」

に関するニュースレター第 3号を発行します。 

 当ニュースレターは 2023年 11月 13日から発行を開始。第 3号では展示・出展ゾーンへの出

展をめざす企業を支援する支援機関を取材し、これまでの取り組みや支援内容、今後のイベン

ト情報を紹介します。 

ニュースレター第 3号の紙面は、下記の URLからもご覧いただけます。 

URL: https://osaka2025.site/newsletter/ 【「展示・出展ゾーン」ホームページ】 

記者配布資料 

【お問合せ】公益財団法人大阪産業局 万博共創ビジネス推進部（井上、稲生
い の う

、瀬川） 

ＴＥＬ：０６－６９４７－４３６５ 

大阪商工会議所 地域振興部 万博協力推進室（恵
めぐみ

、本
もと

、玉川） 

ＴＥＬ：０６－６９４４－６３２３ 

 

 
2025 年大阪・関西万博 大阪ヘルスケアパビリオン 

「展示・出展ゾーン」のニュースレター第 3号を発行します。 

～2024 年 3月末（予定）の出展企業公表に向けて～ 

https://osaka2025.site/newsletter/


⼤阪ヘルスケアパビリオン内

「展⽰・出展ゾーン」
‐News�Letter‐

【Vol.3】1⽉15⽇（⽉）発⾏

 2025年万博への出展をめざす中⼩企業・スタートアッ
プを⽀援するリボーンチャレンジ実施主体。今回は「（公
財）⼤阪産業局（MOBIO）」「⼤阪シティ信⽤⾦庫」
「⼤阪商⼯会議所（ウェルネス）」「⼤阪商⼯会議所（シ
リーズA）」の４者を取材しました。実施主体紹介シリー
ズ第2回⽬となる今回も、各団体の取り組みや万博への想
いなどをスペースの許す限り全⼒でお伝えします！

◀�「展⽰・出展ゾーン」公式ホームページ
【URL】https://osaka2025.site/

公式SNS：X（旧Twitter）▶
【ユーザー名】@exposaka_reborn

・企画・テーマの趣旨は？

・企業にはどんな⽀援を？

・万博にかける想いは？

＼�中⼩企業・スタートアップがミライを魅せる！�／

“万博×中⼩企業・スタートアップ”のこれから
〜2024年3⽉末の出展企業公表に向けて〜

※掲載している内容は、いずれも発⾏時点のものです。
 今後の事業の進展によって変更になる可能性があります。
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【本件に関する問い合わせ先】
中⼩・スタートアップ出展企画推進委員会事務局 担当：井上

（公益財団法⼈�⼤阪産業局内）
TEL：06‐6947‐4365�MAIL：m-inoue@obda.or.jp

▲11月30日 大阪シティ信用金庫 取材時

【企画・テーマ名】
・MOBIO⼤阪パビリオン展⽰ No/BORdER〜国境・垣根・時代・カベを越える技術展〜

当者は話す。⼤阪のものづくりの過去・現
在・未来がつながる空間を演出する予定だ。

ものづくりの次の時代を作る

製造業に特化した⽀援を

の保護・活⽤を学べるセミナーなどで万博をめ
ざす製造業にも⼿厚い⽀援を実施する。 東⼤阪にあるものづくりビジネスセンター⼤

阪（MOBIO）は『No/BORdER』をテーマに
掲げ、万博を通じて“ものづくりのアップデー
ト”を図る。「⻑年の歴史を受け継ぎつつ、こ
れまで解決できなかった課題をイノベーティブ
な発想で解決する。それが実現できれば、もの
づくり企業が万博に出展する意義がある」と担

リボーンチャレンジ実施主体名

⼤阪シティ信⽤⾦庫
住所：〒541‐0041
⼤阪市中央区北浜2-5-4
電話：06‐6201‐2946
担当窓⼝：企業⽀援部

【企画・テーマ名】
・未来の⽣活スタイル 〜スマートルーム〜

企業から感じた万博に対する熱量 ング、キッチン等、エリアごとに表現される
未来の部屋はどんな空間になるのだろうか。 ⼤阪シティ信⽤⾦庫がテーマに掲げるの

は“未来の⽣活”。そこには「あらゆる企業に出
展機会を提供したい」という想いがあった。
 あえて“⽣活”という幅の広いテーマにするこ
とで、「もしかして⾃社も万博に…」と企業が
挑戦してみようと思える設定を考えた。その結
果、60を超える中⼩企業・スタートアップか

リボーンチャレンジ実施主体名

�⽇本最⼤級の常設展⽰場を有するMOBIO。
中⼩製造業の⽀援機関として培ってきた経験
を活かし、技術や製品の効果的なPR⽅法に関
するワークショップや、展⽰会での知的財産

らの応募があったという。その後、応募者同
⼠の交流会で積極的に情報交換を⾏う様⼦を
⾒て「“すでに万博は始まっているんだ”と強く
感じた」と担当者は語る。

160㎡で「未来の部屋」を表現する
 ⼤阪シティ信⽤⾦庫は約160㎡の展⽰・出
展ゾーンを複数の⽣活空間に⾒⽴てる。リビ

公益財団法⼈�⼤阪産業局
住所 ：〒577-0011
⼤阪府東⼤阪市荒本北1‐4‐17
電話 ：06‐6748‐1052
担当窓⼝：MOBIO事業部

ものづくりビジネス
センター⼤阪：MOBIO（     ）

https://twitter.com/exposaka_reborn
https://osaka2025.site/
https://www.m-osaka.com/jp/whatsnew/detail/004587.html
https://www.osaka-city-shinkin.co.jp/news/2022/20230220expo.pdf
https://osaka2025.site/


次回、第4号は
「2⽉中旬」
発⾏予定！

⼤阪商⼯会議所
住所 ：〒540‐0029 
⼤阪市中央区本町橋2‐8
電話 ：06‐6944‐6300
担当窓⼝：産業部�産業・技術振興担当

⼤阪商⼯会議所
住所 ：〒540‐0029 
⼤阪市中央区本町橋2‐8
電話 ：06‐6944‐6484
担当窓⼝：産業部�ライフサイエンス振興・
        �スポーツ産業振興担当

【企画・テーマ名】
・ウェルネスを実現するテクノロジーと空間 
(1)�〜カラダ（フィジカル）の健康と美容を実現するオフィス〜
(2)�〜ココロとアタマの健康を⽬指したオフィス〜

【企画・テーマ名】
・Series�A;��セレクション 〜輝く未来社会の創り⼿ここにあり〜

中⼩企業の頂をめざして 最上級のシリーズAを掲げる企業たちが2025
年の万博で魅せる展⽰内容に注⽬したい。 ⼤阪商⼯会議所は、シリーズAという⾔葉

に“最上級”の意味を込めた。担当者は「ユニー
クな技術を持ち、業界のトップランナーとして
⾛る企業とともに輝く未来を魅せたい」と意気
込む。⼤学発スタートアップ、次世代テクノロ
ジー等を軸に、来場者に「⾒て、触れて、楽し
んで」もらえる展⽰内容を計画する。

 今回「カラダと美容」、「ココロとアタ
マ」の2軸に分けて、企画を⽴ち上げた。テー
マで掲げる“ウェルネスを実現する”ことをめざ
し、⽬に⾒える部分だけではなく、体の内側
からも健康・美容を実現するような新技術・
新製品を開発する企業を⽀援している。

⽇常に溶け込むウェルネスをめざす

デジタル×バイオから⽣まれる未来
 未来のウェルネスを表現するうえでは、デ
ジタル技術とバイオテクノロジーの役割を意
識することが⽋かせない。「デジタルの利便
性や簡易性、バイオの緻密さや精密さの両輪
を組み合わせることで相乗効果が期待でき
る」と担当者は語る。
 その先駆けに、2023年11⽉18⽇・19⽇、
天王寺の「てんしば」で⼤規模な健康イベン
トを実施。中でも注⽬を集めたのは複数のス
タートアップが連携して⾏った“未来のウェル
ネス健診”だった。通常の健康診断では⽋かせ
ない採⾎を⾏わず、汗や髪などから健康状態
を測定。参加者からは「これだけで健康診断
になるのか」と驚きの声が上がったという。
 ここで得られたデータから今後の健康や美

ミクロとマクロで包括的な⽀援を
 企業に対して、ミクロ・マクロの視点で
様々な⽀援を展開する⼤阪商⼯会議所。ま
ず、マクロの視点では、ヘルスケア関連の企
業等を集めて⾏ったマッチング会で、30件以
上の共同研究・開発や受発注を、ビジネスミ
ーティングレベルだと600件以上のマッチン
グを成⽴させた。
 また、ミクロの視点での個社⽀援も⼿厚く
⾏う。薬事戦略に関するアドバイスをはじ
め、専⾨家の紹介や広告等での適切な表現⽅
法の指導など、万博をめざす企業に寄り添っ
たきめ細かいサポートを実施している。

©Expo�2025

 企業への⽀援として特徴的なものの⼀つ
に、関⻄発のベンチャー企業応援プログラム
「REACH�REACH」と連携した⽀援メニュー
がある。（株）毎⽇放送、（株）博報堂等と
ともに、アナウンサーによる話し⽅セミナー
やコピーライターによるキャッチコピー講座
等で企業は発信⼒を強化し、“魅せ⽅”を学ぶ。

それぞれの企業の“魅せる”を強化

 “1⽇のうち8時間以上をオフィスで過ご
す”という⽅も少なくないだろう。その時間を
ウェルネスの実現にも資するべく、⼤阪商⼯
会議所は“オフィス”を1つのシーンとして、
2025年の万博で未来の健康や美容を感じられ
る展⽰空間をめざす。
 ただし、オフィスの定義は広く、例えば⾃
宅や新幹線の⾞内などを仕事場にしている場
⾯もよく⾒かける。それを踏まえて「ワーク
プレイスという考え⽅に基づき、“働く時間”に
スポットを当てて、より健康に、より美しく
なれる空間を作る」とのことだ。

▲�てんしばで⾏われた“未来のウェルネス健診”

【編集後記】今回は取材以外にも各実施主体が開催しているイベン
トに参加したんですが、集まった企業さんの話を聞いていると「未
来を表現する」ための試⾏錯誤が伝わってきました。メディアの皆
様、今回掲載したイベントへ⼀緒に取材に⾏きませんか？（井上）

リボーンチャレンジ実施主体名

リボーンチャレンジ実施主体名

【本件に関する問い合わせ先】
中⼩・スタートアップ出展企画推進委員会事務局 担当：井上

（公益財団法⼈�⼤阪産業局内）
TEL：06‐6947‐4365�MAIL：m-inoue@obda.or.jp

容の改善につながる取り組みも紹介する。参
加企業は、⽣活者とのコミュニケーションを
通じてサービスや技術の実証を⾏った。

◆出展候補企業を決定するピッチイベント
場所：ビジネスプラザおおさか
  （⼤阪市中央区備後町2‐1‐1�4階）
問合先：りそなグループ（ビジネスプラザおおさか）
    ☎06‐6202‐1755

1⽉16・17⽇
⽕・⽔曜⽇

10:00〜17:00

2⽉2⽇
⾦曜⽇

15:00〜17:30

2⽉22⽇
⽊曜⽇

12:00〜(予定)

3⽉22⽇
⾦曜⽇

15:00〜17:00

‐ イ ベ ン ト 情 報 ‐

◆出展候補企業の交流会
場所：⼤阪商⼯信⽤⾦庫本店 商⼯信⾦ホール
  （⼤阪市中央区本町２丁⽬２−８）
問合先：⼤阪商⼯信⽤⾦庫 経営企画部
    ☎06‐6267‐2865

◆（仮称）万博まであと1年 みんなの想いを  
 ���⼀つにする展⽰企画発表会
場所：みせるばやお（⼤阪府⼋尾市光町2‐60�8階）
問合先：⼋尾市 魅⼒創造部 産業政策課 
    ☎072‐924‐3845

◆バイオプラスチック関連ビジネスマッチング会
場所：マイドームおおさか�２階ホール
  （⼤阪市中央区本町橋2‐5）
問合先：（⼀社）⻄⽇本プラスチック製品⼯業協会
    ☎06‐6538‐6100

※別会場でセミナー有

https://www.osaka.cci.or.jp/expo2025_osaka_pavilion/
https://www.osaka.cci.or.jp/expo2025_osaka_pavilion/series_a/
https://teqs.jp/sakishimatechlab

